
（別紙３）

～ 令和　７　年　２　月　１４　日

（対象者数）
9

（回答者数）
9

～ 令和　７　年　２　月　１４　日

（対象者数）
3

（回答者数）
3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・定期的に保護者に活動内容を写真や掲示物で

　お伝えすることや外部(関係機関）にも内容の充実

　を発信していく

・利用児がより主体的に参加できるよう、積極的に

　情報収集や研修等で知識を得ていくよう努める

2
・今後、個別支援計画書を基に連携会議や情報共有

　する機会を作っていきたい

3

・いつでも気兼ねなく、保護者が相談できる雰囲気を作る

・日々の送迎時等で話される情報を収集する

・子育てサポ-ト加算や家族支援加算を定期的に

　活用していく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・個々の課題を抽出し、個別活動のプログラム化を

　図っていく

2 ・支援の充実を図るため施設全体で検討していく

3

・活動内容の充実

・季節や行事に合わせた活動内容を取り入れている

・利用児が主体的に活動参加し、自分の力で取り組み、

　達成感を育めるような活動提供をしている

・多職種との連携

・施設内には多くの専門職種がいるため、支援への

　アドバイスや相談を得ることが出来、より深く

　支援に反映できている

・保護者が相談できる環境
・相談の要望にはできるだけ早く対応している。

　内容によって専門職種に連携し、繋ぐこともしている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・日によって欠席が重なり、集団活動が実施できない

　ことがある
・個別活動のプログラム化をしていない

・サービス提供に際しての人員の確保 ・設置基準以上の余裕ある人員配置に欠けている

令和　７　年　２　月　１　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　７　年　3　月　10　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 伊豆医療福祉センター　児童発達支援事業「ポレポレ」

○保護者評価実施期間
令和　７　年　２　月　１　日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


